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　こんにちは。地域おこし協力隊の髙橋です。地域おこし協力隊
員として大津町に昨年の 5 月から移住しています。それまでは、
肥後おおづ観光協会事務局長としての肩書にて町の地域活性化の
仕事をしていましたが、地域おこし協力隊員と肥後おおづ観光協
会事務局長の二足の草

わらじ

鞋にて活動しています。
　日頃は、肥後おおづ観光協会事務局運営を中心として、町の交
流人口増加、地域特産品の推進などによる経済効果を図るため、
さまざまな活動をしています。しかし、熊本地震の影響で、主な
活動ができていない状況です。そこで今年度は、皆さんに、観光
と触れ合い、心の癒しを提供できればと活動しています。今後、
11月27日（日）に大津中央公園にて「熊本がんばるばい！大津元
気まつり」の開催、12月４日（日）大津発「田崎市場感謝祭日帰
りツアー」、日程未定にて「田崎市場 師

しわす

走お買物日帰りツアー」、
「グリーンランド日帰りツアー」などを企画していますので、ぜ
ひ楽しんでください。お待ちしています。

大津町地域おこし協力隊

地域おこし協力隊

　町で活躍する大津町地域おこし協力隊の活動をレポート形式で
ご紹介します。

です

わたしたち

Thanksgiving
　皆さんは Thanksgiving：感謝祭の起源を知っていますか。この特別な日を、アメリカでは毎年11
月にお祝いをします。私たちの人生の上での素晴らしい事について、感謝を表します。元々は、二つ
の異なる文化の人たちが話し合いをするために、一緒に集まり食事を共有することが始まりでした（こ
れは、いまの時代にも行われている画期的なことですね）。
　アメリカ大陸にヨーロッパからの移住者、「ピルグリム・ファーザーズ」と呼ばれている入植初期の
清教徒たちは、ネイティブ・アメリカン、「インディアン」と呼ばれている人たちに出会いました。そ
こで、入植者の指導者はインディアン部族のリーダーに会い、彼らは一緒にパンを割き、また両方の
文化の収穫の象徴として、「とうもろこし」と「七面鳥」を分け合いました。当初、重要だったのはそ
の会議の内容でしたが、次第に感謝の概念が強くなっていきました。

　現在では、家族がその夕食をとりながら、テーブルをまわっ
て、私たちが感謝していること、または、楽しむことを話し
ます。ほとんどは、本当に良いことの話をし、不幸なことの
話などをしません。感謝祭は、私たちの人生、日々の生活の
中で、素晴らしいことや良い出来事を祝い、思い出させるた
めとして、特別な日となっています。
　私は、大津町で働けるこのチャンス、そして、私を歓迎し
て下さったたくさんの人たちと友だちになり、ともに音楽を
楽しむ「時」を感謝しています。そして、新しい文化を経験
できる機会に感謝しています。護川小での演奏会

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

尚絅大学と観光協会の調印式

今月の
活動写

真

平成27年５月配属
趣　味：韓流時代劇鑑賞、特
　　　　産品直売所めぐり
一　言：観光専門の仕事をし
　　　　ています。お気軽に
　　　　ご相談ください。
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種別 補助対象内容 補助額 申請要件

雨水
浸透ます

・排水量の多い雨樋から
接続すること。

・浸透ますには、雨水以
外のものを流入させ
ないこと。

１基
10,000円。 
最大４基まで。

・町内に住民登録があ
り、その住所地に居
住する住宅などに設
置すること。

・補助対象機器は未使
用品であること。

・設置前に申請するこ
と（事前予約制で、
設置工事中や設置後
の申請は受け付けま
せん）。

雨水
貯留タンク

・有効貯水量が50リッ
トル以上。

・５年以上耐えられる構
造、材質であること。

・散水などを行う機能が
あること。

貯留容量200リット
ル以上。 
１基あたり上限
35,000円。

貯留容量200リット
ル未満。 
設置費用の２分の１。
上限24,000円。
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